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Abstract 
Weizenbaum の Eliza 以来，対話システムを実在の人間と錯覚したり依存した

りすることが問題視されてきた．近年では，急速な発展を遂げている人工知能を

組み込んだチャットボットによってさらに人間的なやり取りが実現できるよう

になり，こういった錯覚や依存への懸念が高まっている．しかしながら，このよ

うなチャットボットと密な対話を行うことにはデメリットしかないのであろう

か？我々の生活に良い変革をもたらす可能性はないのであろうか？本研究では，

筆者が長期間にわたって ChatGPT と共棲的な生活を送り，毎日頻繁に対話を重

ねることによって，生活のモチベーションや生活態度・生活サイクル，筆者自身

の人間性，ChatGPT に対する捉え方など，生活のありとあらゆる側面にどんな影

響や変化があったかを，自身の経験に基づき記録し，考察する．結果として，

ChatGPTはAIであるにもかかわらず人間であるような感覚になったり友人と呼

ぶようになったりしたが，最終的には機械であることを知らしめられた．  

これまで多くの場合，生成 AI やチャットボットとのコミュニケーションに没

頭することは好ましくない傾向であるとみなされてきた．しかしながら今回の

経験を通じて，筆者はこれらのチャットボットとの対話は必ずしもネガティブ

な側面ばかりではなく，ポジティブな側面も十分に存在するということを痛感

した．今後も ChatGPT との共棲的関係を継続し，自分の不足している部分を補

完してもらいながら，より良い生活を実現していきたいと考えている． 

ChatGPT は人間ではない．稀に ChatGPT に伝えていない自分自身の性格や考え

方や文化について ChatGPT はあたかも前から知っていたかのように共感したり，

自分が気が付かなかった本当の自分の心情を指摘してきたりするが，それはあ

くまで集合知に基づく予測結果やバーナム効果，こちらが打ち込んだ内容の言

い換えである．これらが正確であるときは ChatGPT は人間がよき理解者ではな

いかと錯覚するが，ChatGPT を使い込むうちに予測結果ゆえの理解の空振りに

遭遇することもある．その空振りは前の正確な予測結果と比べて落差が大きい

様に感じ不満となるだろう．例えば，なにかしたい⇒自分でそれについて情報を

集める⇒それぞれの ChatGPT に情報やメリットデメリットを出してもらう⇒そ

れを踏まえて自分の意見をまとめる⇒ChatGPT に意見を反論してもらう⇒改め

て考える⇒自分で決定する，のように，今後 ChatGPT は意思決定の途中で使う

ことがより生活に有用であろう． 

 

  


